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［総合評価］※上記４つの視点を踏まえ、事業全体を評価。区民生活への影響を十分考慮すること。 今後の方向性

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

受診率の向上を図るため、昨年度に養護教諭や協力医療機関等と検討した結果を踏まえ、今年
度、事業の周知時期や周知方法、受診時期を改善した。また、昨年度配布した啓発冊子は効果が
限定的であったため、今後は本区の状況を踏まえたリーフレットを作成し、啓発活動に活用してい
く。

維持

手段の適切性 3 地区医師会に健診業務を委託することで、地域の身近な医療機関での受診を可能としている。また、生活習慣
に関する簡易なチェックシートを活用し、生活習慣病になるリスクが高い子供に対し受診勧奨を行っている。

目的達成度 3 学校と連携した受診勧奨や広報を通じた受診勧奨に加え、生活習慣病に関する啓発冊子を配布した結果、受
診率は徐々にではあるが上昇している。

評
価
の
視
点

評価 評価の理由

必要性 3 生活習慣の基礎が形成される子供時代に、予防健診の受診をきっかけとした健康に対する意識づけを行う必
要性は高い。

効率性 3 コストの増減は少なく、学校や保健所と連携した受診勧奨や健康相談を行うことで、効率的に事業を実施して
いる。

　一般財源（区負担額） 5,852 5,738 5,377

課題及び
今後の進め方

受診率の向上が課題となっている。今年度はより受診率が向上するよう、昨年度に検討した周知方法の変更等を行
い、事業を実施していく。

財源項目

(単位：千円)

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など） 0 0 0

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など） 0 0 0

60 60 75

　総経費 5,852 5,738 5,377

事務事業コスト

(単位：千円)

　人にかかるコスト（人件費など） 2,229 2,095 2,204

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費） 3,563 3,583 3,098

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

成果指標

自己チェックシート該当項目が３つ以上
ある児童の健診受診率

％ 70.0 63.8 66.3 67.4

活動指標

75.0

H30年度

3,622 3,642

目標値 実績 実績 実績 目標値 達成率

319 500 63.8%400 385 386

89.9%

3,173

小児生活習慣病予防の推進

事
務
事
業
の
実
績

種　別 指標の名称 単位
R２年度 H28年度 H29年度 H30年度

受診者数 人

　
　　決算額　(単位：千円)

H28年度 H29年度

事
務
事
業
の
概
要

行政計画 事業NO. 75 計画事業名

[事業開始] 平成 年度

事業内容
[H30年度]

（１）生活習慣に関する自己チェックシート調査
（２）区立小学校の在籍する４年生の希望者等を対象にした健診の実施
（３）健診結果に基づく、医療機関や保健所、学校での指導

委託の有無 一部委託
委託内容 　 健診業務を委託

補助金の有無 なし

 [基本目標]

令和元年度　事務事業評価シート

事務事業名 小学校小児生活習慣病予防健診
所
管

教育委員会

学務課

事業対象

事業目的
児童の成長期に生活習慣病の健診を実施することにより、生活習慣の早期発見に努めるとともに、生活習慣病に関心と自覚
を持たせ、生活習慣の見直しを図ることで、将来の生活習慣病予防を目指す。

 [施　　策] 15　生活習慣病の予防 [終了予定] 　 年度

根拠法令等 その他 〔法令等名〕 なし

長期総合
計画体系

いつまでも健やかに自分らしく暮らせるまちの実現

事業の開始・終了年度

最終的な対象

直接の対象 区立小学校に在籍する４年生等

同上


